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研究成果の概要（和文）：　頭頸部癌の小さなリンパ節転移検出のため、高分解能３D撮像かつ血流アーチファ
クト抑制効果を有するblack-blood MRI（MSDE-VISTA法）を用いて安定して良質な頸部リンパ節の撮像が可能で
あった。MSDE-VISTA法は従来のMRIに比べて頸部リンパ節転移を示唆する所見である局所欠損およびリンパ節の
節外進展の描出能が優れており、さらに造影前後のMSDE-VISTA法の差分画像を作成することにより、最も高い診
断精度を示した。頭頸部癌の画像診断ではMSDE-VISTA法および造影前後の差分画像を追加撮像することにより、
リンパ節転移の早期および精確な診断が可能となることが示唆された。

研究成果の概要（英文）： We analyzed the usefulness of black-blood MR imaging (MSDE-VISTA) to detect
 small lymph node metastases in head and neck cancer, and obtained stable and good quality imaging 
with high resolution 3D imaging and blood flow artifact suppression.The MSDE-VISTA was superior to 
the conventional MR imaging in the ability to visualize focal defect and extranodal extension of the
 metastatic lymph nodes, which are findings suggestive of lymph node metastasis. Further, subtracion
 images of before and after contrast enhanced the MSDE-VISTA showed the best diagnostic performance.
 Thus, these results suggested that the MSDE-VISTA can detect early and accurately lymph node 
metastasis in imaging diagnosis of head and neck cancer.

研究分野： 画像診断学

キーワード： リンパ節転移　MRI

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
頸部リンパ節転移の診断は、頭頸部がん患者に対する治療法の選択に極めて重要であり、生命予後に深く関わ
る。しかしながら、画像診断方法が飛躍的に進歩した今日でも、小さなリンパ節転移を的確に診断することは容
易ではない。本研究によるリンパ節転移の精確な診断、早期診断が向上した成果は、現在の臨床において汎用性
の高い画像検査であるMRIに即座に応用可能であり、頭頸部がん患者の生命予後の向上、ならびに不要な手術の
回避に寄与する。また、本研究による３D-MRI検査方法は容易に各病院で応用可能であり、広く社会貢献が可能
なものと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
頭頸部癌において小さな頸部リンパ節の転移は、CT、MRI、PET、超音波診断等の画像診断法

を駆使しても検出することは難しい。診察所見および各種画像所見から頸部リンパ節転移なし
と臨床診断した（N0）症例でも約 30％には潜在的なリンパ節転移があることが知られている。
そこで臨床的には、原発腫瘍の局所での深達度や生検での病理組織所見、年齢などから予防的
頸部郭清術の要否を総合的に判断することになる。研究代表者は、頭頸部の画像診断専門医と
して、日常臨床において頸部 MRI を観察したところ、血管プラークイメージングである black 
blood MR imaging (BB-MRI)がリンパ節の内部性状を描出するのに適しているのではないかと考
え、臨床応用を試みた。BB-MRI は各種の撮像方法があり、それぞれの撮像法でスライス幅や RF
の繰返し時間/エコー時間/加算回数などのパラメーターを用いて高空間分解能の画像を得るこ
とができる。また、BB-MRI では元来の撮像目的である血流信号の抑制効果を有しており、頸部
撮影の際に読影困難となる機会の多い血流のアーチファクト発生を抑制することが可能となっ
ている。 
 
 
２．研究の目的 
頭頸部癌における頸部の小さなリンパ節転移の検出のため、高分解能３D-MRI 画像診断法を

開発し、精確にリンパ節内外の構造を解析できる手法を確立することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
1）頭頸部リンパ節に適する３D BB-MRI 検査法の確立 
頭頸部癌患者の頸部リンパ節転移の診断において、より明瞭にリンパ節内部性状を反映する

画像取得をめざした。3テスラ MR装置として、Philips Achieva 3 Tesla（Head coil）を用い
た。従来の MR imaging の Gd 造影 T1 強調像と各種の BB-MRI 検査法について歯科放射線専門医
による主観的な画像/画質評価を行い、撮像方法、撮像パラメーターを検討した。 
 
2）転移リンパ節の局所欠損所見の検討 
頸部郭清術後に転移ありと病理診断されたリンパ節について、リング状増強効果と局所欠損

の有無を Gd 造影 T1 強調像と MSDE-VISTA 法とで比較検討した。病理組織学的な所見と対比し
て、それぞれの画像所見の特徴と比較検討した。 
 
3）転移リンパ節における節外進展所見の検討 
頸部郭清術後に転移ありと病理診断された症例の MRI を使用した。転移ありと診断されたリ

ンパ節を評価し、節外進展の有り・無しを強く疑わせる画像所見（辺縁不整な増強効果、リン
パ節辺縁の不明瞭化、リンパ節周囲の脂肪抑制 T2 強調画像の高信号、リンパ節周囲の T1 強調
画像での脂肪組織の消失）と病理組織学的所見と対比して、画像所見の診断精度を求めた。 
 
4）造影前後の差分画像の有用性の検討 
より高い診断精度として画像診断法を確立するため、これまでの検討事項について造影前後

の画像を組み合わせて差分画像を作成し、診断精度を検討した。 
 
４．研究成果 
1）頭頸部リンパ節に適する３D BB-MRI 検査法の確立 
 画像撮像方法については、BB-MRI として 3D高速スピンエコー法である Volume Isotropic TSE 
Acquisition(VISTA)法に、より安定した black-blood 効果を目的として Motion Sensitized 
Driven Equilibrium(MSDE)プリパルスを付加したMSDE-VISTA法を用いることにより安定した良
質な頸部リンパ節の撮像が可能であった。撮像条件として、以下が得られた（TR/TE: 560 ms/20 
ms, FOV: 160 mm, Matrix: 512 × 512, Thickness/gap: 1/0 mm, fat suppression）。他のモ
ダリティでは転移陰性でも MSDE-VISTA 法にて転移陽性と判断できる画像所見であった症例を
含めて、BB-MRI では多くの症例で頸部リンパ節の輪郭や内部性状が良く観察できた。
MSDE-VISTA 法は頸部リンパ節を明瞭に描出できる可能性が示唆された。以降は、この
MSDE-VISTA 法を用いて、従来の MR imaging である Gd 造影 T1強調像と比較検討を行い、必要
に応じて適宜、撮像条件の改良を行った。 
 
2）転移リンパ節の局所欠損所見の検討 
 転移リンパ節の MSDE-VISTA（造影前後の fusion）画像は 76%のリンパ節に局所欠損を認め、
Gd 造影 T1強調画像で 52％であったのに対し、高い値を示した。また、MSDE-VISTA 法ではリン
グ状増強効果と辺縁の被膜様増強効果の区別が可能であった。現在の臨床では有意な腫大とは
言えない短径 8mm 以下のリンパ節において、MSDE-VISTA（造影前後の fusion）画像は 67％に局
所欠損を認め、Gd造影 T1強調画像で 11％であったのに対し、高い値を示した。病理組織所見
との対比では、MSDE-VISTA 画像でみられた局所欠損と一致して、リンパ節内部の小さな壊死組
織を示唆する組織欠落像を認めた。 



 以上より、MSDE-VISTA 法は高い空間分解能を有することから小さなリンパ節における転移巣
をより早期に検出できる可能性が示唆された。 
 

 
3）転移リンパ節における節外進展所見の検討 
節外進展の感度は、通常臨床に用いられている T1 強調画像 50%、造影 T1強調画像 100%であ

るのに対し、MSDE-VISTA 法 83%、造影 MSDE-VISTA 法 100%であった。特異度は T1 強調画像 100%、
造影 T1強調画像 70%に対し、MSDE-VISTA 法 100%、造影 MSDE-VISTA 法 80%であった。正診率は、
T1 強調画像 81%、造影 T1 強調画像 81%に対し、MSDE-VISTA 法 93%、造影 MSDE-VISTA 法 88%で
あった。 
 以上の結果より、転移リンパ節の節外進展の画像診断の感度は造影後が高いこと、特異度は
造影前が高いことが明らかとなった。MSDE-VISTA 法と通常用いられる T1 強調画像とでは造影
前後ともに MSDE-VISTA 法の診断精度が高く、リンパ節転移の節外進展の診断には MSDE-VISTA
法が有用であることが示された。 
 
4）造影前後の差分画像の有用性の検討 
 転移リンパ節の節外進展の感度は造影 MSDE-VISTA 画像で優れていたが、節外進展の形態学的
な病理組織所見を最も描出していたのは造影前 MSDE-VISTA 画像であり、感度と特異度のそれぞ
れに優れた画像は異なることから、造影 MSDE-VISTA により検出した転移疑いのリンパ節に対し
て、造影前 MSDE-VISTA を組み合わせて特異的な所見の有無を評価することでより診断精度の向
上に寄与することが示された。造影前後の差分画像を評価したところ、感度は 100％を保った
まま特異度が 90％を示し、差分画像は造影前/造影後のそれぞれの単独画像よりも同じか優れ
た値を示し、正診率は 94％と最も優れていた。 
以上の結果より、造影前後の MSDE-VISTA 法差分画像は、造影前 MSDE-VISTA 法および造影後

MSDE-VISTA 法それぞれの単独画像よりも優れた診断精度を有していた。 
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